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一一一一一一〔ワークショップ〕医学・生物分野における電気泳動システムに期待するもの

3. 2 次元電気泳動の画像解析装置の分子生物学分野への応用

戸田年総(都老人研 ・ 分子生物学)

1975年、コロラド大学の O'F町巴11 博士 l} が

J. B.C. に寄せた l 篤の論文は、多くの生化学者に

大きな衝撃を与えた。なにしろ、一つの電気泳動

法で(実際には 2 つの方法の組み合わせであるが)、

大腸菌の蛋白質を 1 ，000 個以上のスポットに分離

して見せたのである。当然のことながら、二次元

電気泳動は一次元的な電気泳動より面倒である。

それにもかかわらず、発表直後から現在に至るま

で医学、理学、薬学などの幅広い分野で利用され

続けているのは、分離能の高さ故である。 二次元

電気泳動が、その威力を遺憾なく発揮するのは、

2 種類の検体(例えば、癌化した細胞と正常な細

胞、分化した細胞と分化する前の細胞、老化した

細胞と若い納胞。 i宣伝子に変異を導入きれた細胞

と導入前の細胞など)を蛋白質のレベルで比較し、

両者聞の差異を見つけたい場合である。この場合、

蛋白質の量的差異として現われることもあれば、

質的差異として現われることもあるが、二次元電

気泳動パターンはスポットの数があまりに多すぎ

るために、肉眼的な観察で差異を見つけ出すこと

は容易でない。つまり、高い分離能が逆に二次元

電気泳動の普及を妨げる結果となっている訳で、

全く皮肉な話しである。この問題に一つの光を与

えることとなったのが二次元デンシトメーターの

出現である。

演者らがセルロース・アセテート膜による二次

元電気泳動を始めた1980 年代初頭の頃、Lemkin

とLipkin のグループ 2} やAyc∞k らのグループ3}

によってPDP-ll クラスのミニコンピューターを

用いた二次元デンシトメーターが発表されたが、

ミニコンとは言っても、設置するには小さな研究

室一つ分のフロアーを占める程の規模のもので、

到底我々のような一研究室で利用できるような規

模の装置ではなかった。そこで我々は、当時よう

やくマニアの問で広まり始めていた卓上型の 8 ピ

ット・マイクロコンピューターを利用して、簡便

な(ともかくスポットの定量が可能な)二次元デ

ンシトメーターFIMC System を開発し.}、老齢ラ

ットと若齢ラットの組織蛋白質の差異の検出など

に利用した(戸田・大橋・藤田)。その後、多

くの機器メーカーによる二次元デンシトメーター

開発競争が始まり、たちまち我々の装置は時代後

れのものとなってしまったが、そのお陰で一学部

やー研究室の予算でなんとか購入できる規模の二

次元デンシトメーターが市販されるようになり、

ょうやく身近な装置となってきた。そこで本ワー

クショップでは、実際に二次元デンシトメーター

によって解析された報告例や、 二次元デンシ ト メ

ーターに寄らない肉眼的解析によって報告された

例を通して、どのような場面で二次元デンシトメ

ーターが有効であるか、二次元デンシトメーター

の問題点はどこにあるのかを検証し、今後どのよ

うな使い方をされて行くべきかを考えてみたい。
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